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（２０００年１２月） 

 

今世紀最後の師走。戦争をはじめ、さまざまな出来事がありました。そしてここにきて、

心の叫びと思える事件が多々起きています。二十一世紀のスタートにそなえて、人にもそし

て物にも優しい世界を期待したいですね。 

 

◇  11月22～11月29日まで16名でエル・エンジェル校を訪問しました。 

エンジ色の制服姿の子供たちは目を輝かせ生々と学んでいる様子が伝わってきました。 

今回日本から3名の小学校の先生が参加され各クラスに交換授業を2日間して下さいました。 

キーボードに合わせて日本語で「夕焼けこやけ」を練習するうち子供達はあッとい～う間に

日本語で歌えるようになりました。 

日本の子供達の学校の様子をビデオでみせたり、日本のカレーの作り方をパネルシアターで

歌いながら一緒に楽しみました。 

折り紙でつるを折ったり、絵の具で皆が思い思いの絵を書き教室の壁に貼りました。 

 

◇ エル・エンジェル校の子供達にスクールセータが出来ました。 

作業所で編み物をしている人達が１90名いる生徒全員に制服とおそろいのエンジ色でセ

ーターを編んでくれました。これから寒さに向かう時期、子供達はとても暖かそうでした。 

皆さんとても上手になられ、パンジャミ（民族衣装）の上に着るセーターやチョッキ、カ

ーディガンなど模様編みの製品が出来ていました。 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ エル・エンジェル校訪問に関する報告 
        （２０００年１１月２３日から２５日まで） 

                                  陶山 作成 

１． 学校の現況 

先生数 新任６名を含めて現在９名。（教頭１名含む） 

    新任先生の専門の内訳は 

     経営学（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）   １名 

     社会学（ｓｏｃｉａｌ ｓｔｕｄｙ） ３名 

     数学 （ｍａｔｈｅｍａｔｉｃｓ）  １名 

     教職課程              １名 

    であり、エル・エンジェル校で強化したい数学、英語教育を専門とする先生 

    が不足している。（３名新規採用予定） 

生徒数 Ｃｌａｓｓ－Ⅰ，Ｃｌａｓｓ－Ⅱ，Ｃｌａｓｓ－Ⅲ，Ｃｌａｓｓ－Ⅳ， 

Ｃｌａｓｓ－Ⅴ,  Ｃｌａｓｓ－Ⅵ、のクラス構成で１９０名の生徒が在籍。 

     

２． コミテイ（運営委員会）開催（１１月２３日） 

（１） 会長の要望事項 

〇 エル・エンジェル校を国際的な学校にしていきたい。 そのため、とくに

英語、科学、コンピュータが重要である。 

      〇 エル・エンジェル校ではカースト制がまったく関係しない風土を育ててい

く。 この方針に沿わない先生は辞めていただく。 

      〇 勉強をしっかりする子供は大学まで行かせる。 先生方はそのような子供

を支援してほしい。 

      〇 ３階建て増築工事はほぼ完了し、日本側からの大きな支援は終了する。 

       これから何をすれば学校がよくなっていくのか、コミテイは真剣に考えて 

       ほしい。  

（２） 学校グラウンドの広さについて 

小学校までは現在の広さで十分と考える。 朝礼時、グラウンドが狭いので

あれば各々の教室で実施すること。 現在のグラウンドを拡張するには、隣

接する民家を立ち退かせることも考えられるが、コミテイ、村の人々で協議

してほしい。 そのための費用はある程度面倒をみる。（会長） 

 

 

 



（３）特別補習について 

Ｃｌａｓｓ－１でそのレベルに達しない子供については保護者が経費を出

して、土、日曜日に特別補習を実施することを提案したい。 そのための場

所は学校で提供する。（会長） 

（３） コミテイの役割について 

コミテイの活動は不十分である。例えば、村のなかで生活が困っている人 

を洗い出して、岩下さんに報告することになっているが、なされていない。 

 

コミテイが今後とも十分な活動をしないのであれば、ＰＴＡなど別の組織を

考えざるをえない。 また、先生の採用、罷免などの学校の運営に関するこ

とはコミテイの関与することではないことを明言しておく。 今後とも、先

生は広く応募して、そのなかから採用していく。（会長） 

      今後、コミテイの活動を活性化していくため、岩下さん、リシさんを中心に  

      して月１回開催曜日を決めて集まる。  

欠席がつづくコミテイ委員は交替してもらう。（会長） 

３． コミテイ（運営委員会）開催（１１月２４日） 

（１） コミテイの開催実績 

過去９ケ月間で計１４回の会合をもった。 

（２） 村、学校の水源確保について 

４月來所したときに、話があった上流の村地区の水源から水を引く件につい

ては了承し、工事を着工する。（見積もり額 ４０，０００ルピー） ただ

し、この措置は村の人口が増えてくるので、５年先程度までしか有効でない。 

長期的に（１００年先）考えると、さらに上流の、より大きな水源から水を

引くのが得策であるが、５０万―６０万ルピーの第２次工事費用がかかる。 

日本側からは、この第２次工事で村にどれだけの水が確保されのか、気には

なるが５年後をにらんで２－３年以内に工事着工することで了承した。 

なお、はるか下に流れる川の水を揚げて利用することについては、衛生上の

問題があり、不可とのこと。 

（３） 授業料未払いの件 

今まで未払いの累計は５０，０００ルピーになる。 

エル・エンジェル校は私学であり、政府系の学校と異なり、入学時に何がし

かの授業料を払うことを保護者は了解しているはずです、払える家庭である

のに払わないのであれば、政府系の学校に移ってもらうしかない。 ただし、

払えない家庭の子供は別である。（会長） 

 

（４） ＩＴ（情報技術）化 

インドはＩＴ化で先陣をきっていて、将来、日米欧を追い越して世界ＮＯ．

１のＩＴ国家になろうとしている。 エル・エンジェル校でもＩＴ化を進め

て、生徒全員がパソコンを使えるようにして、ＩＴ分野でＮＯ．１の学校に

していく。 コミテイはこのような将来ビジョンを全保護者並びに授業料未

払いの保護者にもよく話をしてほしい。（会長） 

（５） 先生の採用について 

採用時、選考委員として大学の先生（数学または理科系）の参加をお願いし

面接してもらう。（会長） 

（６） 学校の電話がつながります。 

１０日後には学校までの電話回線が接続されるとのこと。 

（７） 児童保育について 

村が児童保育の必要性を考えるのならばコミテイが別の場所で運営したい。

その場合、必要な建物の建設費用程度は日本側でみてもよい。（会長） 

近くに、政府系の小学校がある。荒れはてており、教室が空いているので村

として児童保育所としての活用を考えている。 政府と調整が必要であるが、

活用する場合、教室の補修費を日本側で払ってほしい。（コミテイ）    

了解した。（会長） 

（８） コミテイの下部組織 

６ケのサブコミテイ（ＡからＦ）を組織して、固有テーマをフオローしてい

る。（例えば水の確保、１０，０００ルピーの件など） 

（９） ＰＴＡとコミテイについて 

ＰＴＡ  学校のなかに関すること。 

コミテイ 村を含む学校運営に関すること。 

（１０） コミテイ事業資金について 

事業資金１０，０００ルピー／月で対応できる範囲であり、ラマチョウ地域

全体は対象としない。 基本的には女性と子供の自立が目的である。 

事業資金は継続的な支出（例えば学校の周りの外灯の電球切れなど）には使

わせない。 また、繰り越しも認めない。 

（１１） ３階建て増築工事 

４月に完了するはずであったが、多くの残作業、手直し事項があり、外国人

がすぐには寝泊りできない。 

１０日間で手直しするとのことで了解。 

（１２） セーターなどの売上金の活用 

女性たちがトレーニングセンターで縫製したセーター類を販売し、その収益

は学校の備品、設備購入費に充てる。（会長） 

  



４． Ｍａｎｉｐａｌ Ｃｏｌｌｅｇｅ 

 ｏｆ Ｍｅｄｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ訪問 

上記医学校はインドのボランティア団体の全面的な資金援助により、ポカラ郊外に建設

された総合的な病院である。 今までインドのボランティア団体は大きな資金を投資し

て、４階建ての本館ビルを建てて住民のボランティア診療を実施している。 現在、さ

らに、周りの広大な土地に先生の寄宿舎、医学校などを建設中である。 

病院長Ｄｒ．Ｋ．Ｊ．Ｓｈｅｔｔｙとお会いして、エル・エンジェル校への定期的な 

往診をお願いしたところ、快く了解して頂いた。 １２／１５から週１回、学校に出向

いて往診し、入院が必要な子供は病院に収容するとのことであった。 病院も学校もボ

ランテイア活動の結果としてできたものであり、出来る限りの協力をしたいとの 

こと。 また、先生を採用するとき、院長先生に立ち会って頂きたい旨お願いして、 

了承を得た。 

 

５． 学校用地の見学 

ネパール政府から譲渡された学校用地（グラウンドにも使用可）を見学した。 ラマチ

ョウ地域からみて、川の対面に位置し、約４０００ｍ２の広さで、現在は家畜の放牧場

になっている。 

どのように活用するかについて、村の有力者から要望などを聴取した。 

今後、日本側で活用方法、費用捻出などについて検討を進めていく必要がある。 

 

６． エル・エンジェル校の将来ビジョンについて 

教頭を含む先生全員を対象にして、エル・エンジェル校に関する将来ビジョンを作成し、

提出させる。 テーマとしては、“自分がエル・エンジェル校の校長に選ばれたならば、

どのように学校を運営して、良くしていくのか。（ただし２年間で）” 

 

                                      

以上 

 

 

 

 

 

◇ 口唇口蓋裂医療チーム 

山のホテルで口唇口蓋裂の患者の手術のために日本からこら

れた医師の方々と出会いました。日本では生後１・2年で手術を

受けていますがネパールでは手術を行う整形外科医がほとんど

おらず、手術には平均月収の25倍もかかり病院に行けない状態

です。そのため、いじめを受けたり、学校に行けない、友達がで

きない、結婚できない、就職できない、という悩みを抱えていま

す、手術後退院する患者さんたちの素晴らしい笑顔を見るのはを喜びとして活動を続けられ

ています。 

          

◇ フリーマーケットに参加 

厚木と平塚でフリーマーケットに出展いたしました。 

厚木では中学生が参加して“ネパールの子供たちに協力を”と募金箱を持って呼びかけてく

れました。 

恵まれない国の子供たちの現状を学校でのパネル展等で知り早速協力をしてくれたもので

す。 

子供たちの温かい心と素直な行動にとても嬉しい気持ちをいただきました。 

広島や福岡地区での毎月のように催して下さるフリーマーケットは、輪が拡がり継続の力の

大きさを感じました。 

      

◇ 郵便局でのパネル展 

11月に平塚郵便局でパネル展をさせていただきました。 

エル・エンジェル国際ボランティア協会の冊子とボランティア便りも置かせて頂きました。 

 

◇ 募金箱等の設置 

 エンジェル国際ボランティア協会の活動を広く多くの皆様に知

っていただくために店舗等のカウンターなどにネパールの学校や

子供達のパネルを貼ったり、エル・エンジェルのついた募金箱等を

置かせていただいております。 

たくさんの場所に募金箱等を置かせていただき、多くの方々のあた

たかいお心が拡がることを願っています。 

 



◇ エル・エンジェル国際ボランティア協会の冊子が出来ました。 

〇 当協会の理念、これまでの歩み、役員構成、お振込み先・・・等記してあります。 

活動の紹介や賛助等をお願いする時などに利用していただきたいと思います。 

    冊子を希望される方は、お申し込みください。お送りいたします。 

 

◇ 三宅島の災害見舞い 

長い間自宅を離れて避難生活を続けておられる三宅島の方々への支援として見舞い金を

送らせていただきました。 

皆様のご協力をいただきましてありがとうございました。 

 

◇ ネパール紀行 

下條 晃 

 今回のネパール旅行には小学校の先生二人に同行していただきました。 

私の家内と、以前からラマチョールの小学校と交流をして頂いている川島先生の二人です。

川島先生は今年の4月頃よりラマチョールの小学校のビデオをクラスで見せていただいたり

逆にビデオレターを送っていただいたりしていました。 

授業は２人の先生に２回ずつ、計４回行なわれました。 

まず、川島先生は今回２つ目になるビデオレターを見せながら説明されました。内容が盛り

沢山で４５分の授業では全てを見せることが出来ないため、一部を説明されました。もちろ

ん、先生はネパール語は出来ませんので片言の英語と身振り手振りでの説明です。福岡県前

原市の波多江小学校６年生の自分たちの事をもっと知って欲しいと言う気持ちが伝わるビ

デオだったと思います。また、次に授業では先生が奥様と作られた日本のカレーの作り方の

歌を教えておられました。 

また、私の家内は歌と遊びを中心に子どもたちと接触しました。 

 最初の授業では日本の歌を子どもたちに教えました。夕焼け小焼けの歌詞をローマ字で黒

板に書きそれをキーボード（今回、別なメンバが偶然寄贈するために持って行った物です)

で演奏し、歌いました。この授業では他にも日本の鶴の折り紙を教えていました。なかなか

うまく出来ずに今回一緒に行っていたメンバに手伝ってもらって教えていました。鶴が折れ

たときの子供達の顔が輝いていました。また、ネパール人の先生たちも折鶴に参加されまし

たが、出来上がったときには子どもみたいにはしゃいでいました。 

次の授業では日本の歌を英語に訳したものを歌いながらお遊戯をしていました。２クラス分

が入った教室は決して広くはなかったのですが歌を歌いながらの遊戯に子どもたちも本当

に楽しそうでした。 

 二人の先生は授業を通して、または旅の中でいろんなものを持ち帰ったようでした。お二

方とも今それを日本での授業に生かしておられるようです。 

 最後になりましたが、私の子ども（小学校２年生)も今回のネパール行きには参加しまし

た。行った先で体調を壊したり、その他いろいろな事がありましたが彼も様々な事を吸収し

て帰ったようです。 

 同行していただいた皆さん、ご協力いただいた皆さん、先生、岩下さん、ネパールのみな

さんありがとうございました。 

 

◇ 俳句 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   レイ 作 

編集後記 

師走をむかえ、周りも自分もワサワサとあわただしくなり身と心がバラバラになるようで

す。落ち着いてゆったりとした心でこの一年を振り返りたいと思いました。 

九州や広島の方たちのバザーの応援、ネパールまでいって授業をして下さった先生達の熱意、

多くの方達の心をいただいて年末のボランティア便りを出させていただきました。二十一世

紀が皆様にとってよい年でありますように。 

ありがとうございました。 

発行所  エル・エンジェル国際ボランティア協会 
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